
井

之

上

拓

也

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

現

在

は

、

四

半

期

ご

と

の

経

営

計

画

進

�

フ

ォ

ロ

ー

や

銀

行

向

け

対

応

業

務

の

支

援

を

行

っ

て

い

る

。

必

要

に

応

じ

て

、

オ

ン

ラ

イ

ン

の

役

員

会

議

に

参

加

し

、

社

外

取

締

役

的

な

立

ち

位

置

か

ら

、

経

営

判

断

に

つ

い

て

の

ア

ド

バ

イ

ス

を

行

っ

て

い

る

。

　

カ

ソ

ク

は

、

想

定

以

上

に

成

長

の

ス

ピ

ー

ド

が

速

く

、

そ

の

成

長

に

組

織

を

追

い

つ

か

せ

る

必

要

性

が

あ

る

。

今

後

の

課

題

は

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

層

の

強

化

に

加

え

、

既

存

社

員

と

新

規

に

参

画

す

る

社

員

と

の

組

織

内

で

の

融

合

だ

ろ

う

。

ま

た

、

会

社

と

し

て

ど

う

組

織

化

し

て

い

く

か

、

ガ

バ

ナ

ン

ス

を

ど

う

強

化

し

て

い

く

か

も

課

題

と

な

り

う

る

。

　

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

が

増

え

て

い

る

な

か

、

日

本

で

は

、

長

期

滞

在

の

宿

泊

施

設

が

不

足

し

て

い

る

。

そ

の

市

場

に

様

々

な

大

手

企

業

が

参

入

し

よ

う

と

し

て

い

る

が

、

長

期

滞

在

用

の

ホ

テ

ル

の

運

営

の

ノ

ウ

ハ

ウ

や

知

見

は

ほ

と

ん

ど

な

く

、

そ

う

し

た

ノ

ウ

ハ

ウ

を

持

つ

同

社

に

は

優

位

性

が

あ

る

。

　

カ

ソ

ク

は

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

企

業

だ

が

、

ス

タ

ー

ト

ア

ッ

プ

企

業

は

、

普

通

の

会

社

に

比

べ

て

成

長

が

非

常

に

早

く

、

変

化

も

速

い

。

継

続

的

に

状

況

を

見

て

お

か

な

い

と

会

社

の

課

題

が

把

握

で

き

な

く

な

っ

て

し

ま

う

。

そ

こ

で

、

日

常

の

役

員

や

管

理

職

の

議

論

の

内

容

を

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

し

て

、

経

営

判

断

が

必

要

な

案

件

が

発

生

し

た

場

合

に

は

す

ぐ

に

対

応

で

き

る

よ

う

に

し

て

い

る

。

私

は

、

外

部

の

人

間

と

し

て

関

わ

っ

て

い

る

が

、

彼

ら

は

一

般

的

な

理

論

や

通

り

一

遍

の

情

報

を

求

め

て

い

る

わ

け

で

は

な

く

、

私

が

経

営

陣

で

あ

れ

ば

ど

う

い

う

判

断

を

す

る

か

、

な

ぜ

そ

う

い

う

経

営

判

断

に

な

る

の

か

と

い

っ

た

経

営

判

断

の

基

準

を

求

め

ら

れ

て

い

る

と

思

っ

て

い

る

。

　

宿

泊

施

設

の

１

運

営

事

業

者

か

ら

始

ま

っ

た

同

社

は

、

今

で

は

自

分

た

ち

で

ブ

ラ

ン

ド

を

つ

く

っ

て

ホ

テ

ル

開

発

を

し

て

い

る

。

ホ

テ

ル

の

再

生

ビ

ジ

ネ

ス

も

行

い

、

Ａ

ｉ

ｒ

ｂ

ｎ

ｂ

　

Ｐ

ａ

ｒ

ｔ

ｎ

ｅ

ｒ

ｓ

の

公

式

ホ

テ

ル

「

Ｓ

ｕ

ｍ

ｕ

」

の

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

に

も

な

っ

て

い

る

。

今

後

の

成

長

が

楽

し

み

だ

。

新井恵介・カソク

代表取締役の話

　井之上コンサル

は非常に優秀で、

当社の管理職の会

議にも出てもら

い、多角的な視点

でアドバイスをも

らっており、非常にありがたいと思っ

ている。我々がつくった人事評価制度

も見ていただいた。私は早稲田大学在

学中に起業したことから就職経験がな

いので、幅広い視点からアドバイスを

もらえるのは非常に心強い。ベンチャ

ー企業から国内中堅企業へと、企業の

成長に合わせたアドバイスを的確にし

てくれる。金融機関出身ということも

あり、金融機関との付き合い方や金融

機関の考え方などを教えてくれるのも

ありがたい。

　カソクは、「日本の経済的地位をアッ

プデートする」という長期ミッション

を掲げ、不動産価値の最大化に挑んで

いる。２０２８年には宿泊部門の年間売上

高３００億円の達成は見えており、２０３５

年には売上３０００億円を目指している。

　当社は、土地の選定から建物の設計、

プロジェクトマネジメント、運営まで、

一連の流れをすべて自社で行ってお

り、ホテル運営のフィードバックを開

発に生かし、顧客へ価値を提供できる

のが最大の強みとなっている。完全な

自己資本経営で、上場を目指していな

いため、株主還元を考えず、不動産所

有者から宿泊客まで、すべてのステー

クホルダーにとっての価値を最大化す

ることに特化して、建物に価値を生み

出すための事業開発を積極的に行え

る。結果として、事業の要であるホテ

ルの不動産価値を上げることに注力で

き、坪当たり賃料の最大化につなげる

ことができる。

　将来的には自社で土地を購入して開

発するデベロッパー機能や、土地ごと

に最適な不動産アセットを提案するた

めの金融機関との提携も視野に入れて

いる。

　我々は社会性、公益性、地域性を重

視しており、地域での人材雇用のほか、

高度観光人材育成を目的とした大学と

の共同研究計画や東京都との連携など

も進めている。

　海外での豊富な経験から得た視点を

もとに、アパートメントホテルや都市

型戸建てホテルをはじめとする多角的

なホテル開発事業を全国で展開し、観

光立国を推進する日本の大きな可能性

を切り拓くことで、不動産の領域から

日本の経済的な地位の向上を目指して

いきたい。

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

型

の

ホ

テ

ル

「

ｈ

ｏ

ｔ

ｅ

ｌ

　

Ａ

Ｉ

Ｍ

Ａ

」

　

２

０

１

３

年

に

創

業

し

た

カ

ソ

ク

（

本

社

＝

東

京

都

新

宿

区

、

従

業

員

数

�

人

）

は

、

全

国

�

都

道

府

県

で

、

計

�

棟

の

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

ホ

テ

ル

や

都

市

型

戸

建

て

ホ

テ

ル

な

ど

の

多

様

な

ホ

テ

ル

開

発

・

運

営

事

業

を

展

開

し

て

い

る

。

特

に

、

中

長

期

滞

在

型

の

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

ホ

テ

ル

（

客

室

内

に

キ

ッ

チ

ン

や

洗

濯

機

と

い

っ

た

生

活

に

必

要

な

設

備

が

あ

る

日

常

生

活

型

の

ホ

テ

ル

）

の

開

発

や

運

営

を

得

意

と

し

て

い

る

。

　

現

在

は

大

手

ハ

ウ

ス

メ

ー

カ

ー

と

共

同

で

企

画

し

た

ホ

テ

ル

「

ｈ

ｏ

ｔ

ｅ

ｌ

　

Ａ

Ｉ

Ｍ

Ａ

（

ア

イ

マ

）

」

を

は

じ

め

、

大

手

ゼ

ネ

コ

ン

や

デ

ベ

ロ

ッ

パ

ー

、

不

動

産

フ

ァ

ン

ド

と

の

タ

イ

ア

ッ

プ

も

増

え

て

い

る

。

こ

れ

ま

で

の

ノ

ウ

ハ

ウ

を

生

か

し

、

相

続

対

策

や

老

朽

化

し

た

建

物

の

建

て

替

え

、

土

地

有

効

活

用

と

し

て

マ

ン

シ

ョ

ン

に

代

わ

っ

て

ア

パ

ー

ト

メ

ン

ト

ホ

テ

ル

と

す

る

提

案

も

行

っ

て

い

る

。

　

同

社

で

は

２

０

２

３

年

か

ら

、

井

之

上

拓

也

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

が

中

期

経

営

計

画

策

定

と

中

期

経

営

計

画

実

行

支

援

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

を

行

っ

て

い

る

。

「

カ

ソ

ク

は

も

と

も

と

、

新

井

社

長

が

学

生

時

代

に

宿

泊

施

設

運

営

事

業

で

起

業

し

た

会

社

が

も

と

に

な

っ

て

い

る

が

、

コ

ロ

ナ

禍

を

経

て

、

金

融

機

関

か

ら

日

本

生

産

性

本

部

に

『

今

後

の

会

社

の

方

向

性

を

よ

り

可

視

化

し

た

い

。

ど

う

い

う

方

向

に

会

社

を

成

長

さ

せ

て

い

く

の

か

を

わ

か

る

よ

う

に

し

て

ほ

し

い

』

と

の

相

談

が

あ

っ

た

」

（

井

之

上

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

）

。

　

そ

こ

で

、

日

本

生

産

性

本

部

で

は

、

金

融

機

関

と

の

関

係

性

強

化

、

社

内

外

へ

の

説

明

の

た

め

の

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

の

明

確

化

、

事

業

の

成

長

性

や

採

算

性

を

踏

ま

え

た

事

業

戦

略

・

組

織

戦

略

・

財

務

戦

略

の

策

定

な

ど

を

ね

ら

い

と

し

て

、

２

０

２

３

年

６

月

か

ら

２

０

２

６

年

５

月

ま

で

の

中

期

経

営

計

画

の

策

定

支

援

を

行

っ

た

。

　

３

年

間

を

サ

バ

イ

バ

ル

期

・

経

営

安

定

期

・

中

核

事

業

成

長

期

に

分

け

、

�

年

度

（

サ

バ

イ

バ

ル

期

）

は

、

会

社

の

生

き

残

り

を

確

実

に

す

る

た

め

、

有

人

ホ

テ

ル

事

業

の

拡

大

を

図

る

と

と

も

に

、

金

融

機

関

の

取

引

正

常

化

を

目

指

す

こ

と

と

し

た

。

�

年

度

（

経

営

安

定

期

）

は

、

シ

ス

テ

ム

化

・

マ

ニ

ュ

ア

ル

化

を

整

備

す

る

と

と

も

に

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

力

の

強

化

を

図

る

こ

と

で

、

経

営

の

安

定

化

を

図

る

と

同

時

に

、

資

本

の

蓄

積

を

目

指

す

（

成

長

資

金

確

保

）

こ

と

に

し

た

。

�

年

度

（

中

核

事

業

成

長

期

）

は

、

複

数

の

新

規

大

型

有

人

ホ

テ

ル

の

運

営

を

開

始

す

る

こ

と

に

し

た

。

　

売

上

高

は

直

近

期

の

６

・

３

億

円

か

ら

計

画

３

期

目

に

は

�

・

７

億

円

へ

と

、

年

平

均

成

長

率

�

％

を

目

指

す

こ

と

に

し

た

。

あ

わ

せ

て

収

益

構

造

分

析

や

キ

ャ

ッ

シ

ュ

フ

ロ

ー

分

析

も

行

っ

た

。

　

そ

の

後

、

市

場

の

変

化

や

計

画

の

進

�

状

況

を

踏

ま

え

、

中

期

経

営

計

画

の

再

策

定

を

行

っ

た

。

　

�

年

５

月

期

に

は

有

人

ホ

テ

ル

事

業

の

拡

大

及

び

Ｍ

Ｃ

（

運

営

受

託

）

案

件

の

獲

得

に

よ

り

、

計

画

以

上

の

成

長

を

達

成

し

た

こ

と

を

踏

ま

え

、

�

年

５

月

期

に

つ

い

て

は

、

①

Ｍ

Ｃ

事

業

拡

大

、

②

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

力

強

化

、

③

管

理

人

材

の

確

保

、

④

営

業

人

材

の

確

保

、

⑤

人

事

制

度

の

策

定

と

い

っ

た

経

営

安

定

化

に

取

り

組

む

と

と

も

に

、

�

年

５

月

期

に

想

定

し

て

い

た

「

中

核

事

業

の

成

長

」

を

前

倒

し

で

実

施

し

た

。

　

　

　

　

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。

過

去

の

連

載

も

掲

載

し

て

い

る

、

生

産

性

向

上

の

ヒ

ン

ト

が

見

つ

か

る

情

報

サ

イ

ト

「

生

産

性

ｎ

ａ

ｖ

ｉ

」

も

ご

覧

く

だ

さ

い

。


